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　AgNOR は細胞の 増殖 と分化 との 関連 で論 じ

られ て い る。 本研究では ラ ッ ト肝再 生におけ

るAgNOR の経時的変化を画像解析装置 に よ り

検索 し、AgNOR と増殖活性 と の 関連 を検討 し

た 。

（対象と方法） 7週令Wistar系ラ ッ トに対 し

2／3部分肝切除術 を施行 し 、 術前お よ び術後

24時間か ら72 時間 まで の 再生肝 の 単離肝細胞

標本を作成し 、 Crockerらの 方法に 準 じて Ag−

NOR 染色 を行 っ た 。
こ れ らの標本 を用 い て画

像解析装置 （Nikon　Cosmozone −1）｝こよ り 1核

あ た りの AgNOR の 個数 、 面積、周長、長径 、

面積／核面積 を計測 した 。 また増殖刺激 に対

する反応 をBrdUの 標識率 を用い て 評価 した。

（結果）AgNOR 数は ほ とん ど変動 を示 さなか

っ たが、面積などその他の パ ラメーターは術

後24時間で増加 し、増殖活性に対応 して 変動

した 。

（考察 と結語） ラ ッ ト再生 肝にお け るAgNOR
の 変化 を画像解析装置 を用 い て検索 した 。 そ
の 結果 、 AgNOR 数 よ りはその他 の パ ラ メ ー

タ
ー

、 特 に面積が増殖活性 と関連 して 変動する

こ とが 示 され た 。

　繊毛を有する原生動物で あるゾウ リム シの

酵素組織化学の
一環 として、自作 した画像解

析用顕微分光システ ムに よ りゾウ リム シ 1個

体の コ ハ ク酸脱水素酵素 （SDH ）活性を二

トロ ブ ルーテ トラゾ リウム （NBT ）を用い

て 測定する こ とを試み た 。

　遠心に よ りカバ ーグラス上に伸展 ・固定 し

たゾウ リム シ、スライ ドグラス及びス ライ ド

グラス上に貼付した短冊状のブ リ ッ ジに より

反応用標本を作製した 。 こ の標本の カ バ ー
グ

ラス とスライ ドグラスの間に 反応液を注入し

反応開始後
一定時間ごとに、あらか じめ選ん

でお い たゾウ リム シ 1 個体の 590nm におけ

る画像を連続的に取 り込み、こ れ らの画像か

ら各反応時間にお ける染色強度を算出 した 。

　 この よ うな方法を用い る と、反応時間を変

えて染色 した複数の 標本に つ い て測定 し、各

標本の染色強度の 平均値か ら染色強度の 時間

変化を求め る方法に比ぺ て、ゾウ リム シ の 個

体差に よる測定値へ の 影響が な く反応開始後

数分間にお い て極めて直線性の良い 染色強度

一反応時間の 関係が得られ た 。

　測定装置、測定法、画像データ処理法の 各

概要お よび測定結巣に っ い て報告する 。

一 74 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


